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近世日本農村における家普請 (1)
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は じめ に
本稿は近世日本農村における家普絡について，隠岐烏
後の例を中心にして述べたものである。今日，各地IC.残
存している古い民家によって，主としてその編年を論じ
たものが多くみられるけれども，建築過程IL関する論稿
は比較的少ないと思われる。本務では近世.Q村における
普誌の過程や労働力格成を考ー察し，また家普請が庶民の
日常生活とどのような関連をもって行なわれていたかを
論じた。
1. 隠岐島後の民家の概観
隠岐向後のJ!l~支は一般的iζ四間取であるが1八土問の
裏側lζ大黒柱を土関脇としてもう一郎昆張り出してお
り，典型的江図間取とはやや形式が異なっている。乙の
郡昆は「なかえJ<rなかいJ)と呼ばれており，西南日
本で多くみられる形式である。乙乙には，半間四方のい
ろりが切られ，もとは炊事や食事の場であったが，近年
fなかえJの下手の土問を改造して板聞にしたりして，
炊事設備が盤えられるにしたがって， rなかえ」のいろ
りの回りは図書際，保殴のみに使われ，家族の常居の最も
中心的な~rmとなった。乙の「なかえ」の下手の板|泌を
「したなかえJ(rすいじばJ・「かつてJ)とよんでい
る。土悶は「にわ」といわれ，その表側下手の一角はζ
なし場として農作業の場iζ使用されており，唐臼などが
置かれている。
上手裏側lま「かみのまJあるいは「おくのまJとよば
れ，表側は「しものま」または「つぎのまJとよばれて
いる。 rかみのま」は最も格式の商い部屋であり，奥の
上手には，と乙のま，違い棚，仏担量，神棚が設けられて
いる。 rしものまJと共lζ乙の一列は，特別の場合や接
客のための空間であり，乙れらの下手のー列は，裏側を
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「ねまJまたは「ひやJといい，表側は fなかのま」と
呼んでいるが，rひやJは「へやJの方言であり， rな
かのま」は「ちゃのま」という比較的新しい呼び方もさ
れている。 rねまJは文字通り寝室であり，復元すると
三方~の閉鎖的な空間となる。との都屋の鴨居の上には
農業の神である「としとζJl併記られている乙とが多
い。 rなかのまjは10畳..12畳の最も広い部屋で，以前
には家族の団事慢の場でもあったといわれているが，今l主
主iζ銭~の場となっている。
以上は隠岐の一般的な間取について述べてきたのであ
るが，小規模なものになると座敷部分が一部屋のみの三
間取となっている。乙の場合の座敷は「おもて」あるい
は「おくのまJとよばれている。その他の部屋の名祢や
機能ICは延本的な差異はみられない。また，庄屋をつと
めた家や神宮などの家は六間取で規模が大きくなってい
るが，乙れは『かみのまJと「ひやJの間iζ 「おくのひ
やJ(r乙ねまJ)が加わり，rしものまjとfなかのまJ
の問に「やりのまJがはいっているからである。 rやり
のま」と「おくのひやjとの間には奥行半間程の神棚が
設けられ，rしんぜんのまJiれいしゃのま」などといわ
れる一部屋が作られている例もある。
なお，乙れらの間取には整形および喰途いの両形式が
あり，またぬ家では妥入のものや並列形式など，やや異
質のものもみられる。
隠岐島後の特色として，まず第一IL出入口が多くとら
れ，それぞれが明確に性格づけられていることがあげら
れる。出入口は，日常的なものと特別なものとに区別さ
れており，表側の上手より f上戸口Jr中戸口Ji大戸
口Jと並び，委側あるいは裏側に「背戸ロJが設けられ
ている。 i上戸口Jは四間取，三間取の場合は直接座敷
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部分へ上るようになっているが，六間取の場合は fやり
のまJを通って座敷部分へ通る形式となり，上手の座敷
部分が純粋に公的な，より格式の高いものとなる。乙の
「上戸ロJからは僧侶 ・神宮 ・代官などが出入したとい
われている。 r中戸口」は fなかのまJと「にわjの間
にある「とおり」と称するー聞から半間の板間に通ずる
ようになっている。 ζの板聞が一間1[.満たない場合，中
戸口より入って「にわJと「とおり」の両方に通ずるよ
うになっており，特別な客や務祭の時IC使用されたとい
う乙とである。 r大戸口J・「背戸口jは家族の者や近隣
の人逮の出入口であった。藩の役人などは，中門より庭
の方へ入って座敷IC上ったといわれる。乙のように出入
口が多くとられているのは格式や接客儀礼を重んずるゆ
えとも考えられる。また~敷部分への客の動線が. r上
戸口」より「やりのまHつぎのまJrかみのまJ.ある
いは 「中戸口Jより 「なかのまJrつぎのまJrかみの
図 2 三間取民家の例(i認山家)現状平面図
図3 漁家の例(吉岡家)現状平面図
まJと屈折する鍵座敷の形式も，隠岐島後の民家では一
般的なものである。その他. r大戸ロ」と「中戸口Jの
悶にはもと風呂場があった家が多い。
穏岐の気候は比較的温暖であるが，冬期lま北または北
西の季節風が吹き荒れ，積雪は少ないが降雨量は割合u:
多い。ζのため雨や風1ζ対処された工夫が多くみられ
る。表側の関口部は，筋格子を入れただけでなく.敷居が
一尺ほど上った「討かけ窓」になっており，また上手婆
側・表側ICは拷送り庇を全面iζつけて，雨の吹き降りを
防いでいる。 また北側にあたるZ良債1Jの関口部は全面的に
聞けず下を戸棚にした窓の 「あげ棚Jの手法をとって採
光をしている。一般に建ちの低い家構や石置屋根も乙の
ような自然条件を考慮したものと考えられる。なお，島
後は林業が盛んで杉皮が笠宮であり，杉皮で主主き石を置
いた「いたや」が一般的であったが，今では瓦葺が多く
なっている。
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以上述べてきたように，隠岐島後の民家は「なかえ」
という西南日本的性格と 「鍵座敷Jという北陸以北の裏
日本的性格を合せもっているのであるが，乙のような形
式が伝婚によってもたらされると考えるならば，ζ乙lζ
離島としての一面が表わされていると受け取るととがで
きる。また 「うだち造J(練持柱)の形式など古い手法
が残っているζとは，技術の71透が他地方より遅れてい
る乙とを示し，~島という特性のゆえであろう。
2. 大西家と佐々木家の普請
つぎに穏智郡一宮の大西家わと周吉郎釜の佐々木家の
普精帳によって，乙の地方における普読の模様をみてみ
よう。
大西家のある一宮村は隠岐島後の西北告別ζ位置し，三
方を低い山に阻まれた純農村である。宝暦6年 (1756)
の「指出帳J3l ICは家数13軒，人数66人と記されている
が，ζの数は幕末まであまり大きな変化はなかったと，思
われる。大西というのは家号で，当主は代々惣七を名の
り，乙の幸3・請の行なわれた年iζは穏智郡の大庄屋であっ
た.l。
主Eは，一宮とは反対に島の東南部の海岸IC位置し，近
世lま家数12，3事干の半鹿半1ぬの村であった。佐々木家は
代々釜の庄屋をつとめ， ζの普錆級の他lCも数多くの近
陛文書と民具を所蔵している。
一宮大西家・3を佐キ木家の平面形式lま，ともに億岐の
典型的な六間取で格式の高い形式である。(図4，5) 
図lζ示した大西家の家屋は現存しないが，佐々木家のほ
うは現在も辿築当時の家構をとどめ，所蔵する文書 ・民
具と共iζ島根県の重要民俗資料に指定されている。
図 5佐々木家 現状平面図
(1)大西家の普繍
大西家の普請帳iま「文政二年，普鵠一途，大工，木
鋭，日雇，合力人夫，;74買込留Jと題するもので，標題
の示すとおり普請に要した職人・「合力J(カーロクと読
み，村人の無賃労働である)および資材の勝入の覚えが
普かれている。大工・木挽等の専門職については出面が
表示され，また一部の者については賃金も記徹されてい
るが， r合力jについては簡単な作業内容と共に日を追
って人夫lζ来た者の名前と村名が記されている。乙の普
錆帳lζは「文政二年，一宮大西茅代渡板Jがとじこまれ
ており，乙乙には伊後村地下から購入した茅の数量と日
付，近隣や知人から贈られた「見随J(ケンズイ)，およ
び部材購入の覚え(普諮帳よりも詳細である)が記入さ
れており，最後ICは大工，木鋭，屋線屋，左官の総延日
数が脅かれている。
普請帳の記載は必ずしも完全ではなく，後半は簡単に
なっており，一忽つじつまの合わないととろもあるが，
一応【表L 2)のように普請に従事した職人と「合
力」の出面数を月毎にまとめてみた。普請娠の出面表iζ
図 4大商家平面図(家相図より)
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は職種の記織のない者が数人いるが，乙れらは日震と思
われる。そのうち山田村の又重郎と一宮の辰平治は木
挽，一宮の乙三郎は屋根筆を行ない，その他の者は大工
仕事をしているが，いずれも専門訟の手伝程度の作業を
行なったものと恩われる。
「茅代波帳Jの末尾lζ記載された職人延日数lま木銑
表- 1 大西 家月別工数
名前 |職種|居住村 17月18月19月|附InJ.!11月12月13月14月15月17月18月19月|附|合計
豆重旦陸塁塁三1~t 15 Uμ2._L1.Q_μLI_I_8_lli-国~5{_I_LJ_1一一L_υ旦」
主主主主且IJ!!一旦_1_41~1_41_l主1_11_6_I_ll_-'-lLI_1一一1_2_1_1一一|一一I~
五±旦Lニー __JlL1_6l___g主凶立はLI_11_5_1..AL1 23.5ULI_9_1_4_LLL.ILU一 170.5
J主_s_怯主璽塁はL1LLー L_j一一I_ L_U_UQ__凶2.~I_I_LLI_2LI L 105.5 
E呈ム1*II_乙ー 1 1 L _ 1 1 1 1 3 1 3 1 8 1 1 1 1 221 151 52 
主E些|一二一L.!!L旦 1_1~'--!.L_I_I_~LlLULI 7 1 1 5 118 115 1 13.5 
字平太 1_1/_1_'_'_1一一一ーし_1_1_1_2_1~1 16. ~ユι1 6 1 1 1 161 4.51 79 
旦基盤|一 1/ |ー一一二一 1 1_ 1_ 1_ _L 1 141 1 1 3 1 1 1 1 1 1 28 
栄重郎 1 1/ 1 1/ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
豆二主|一二一LÆ一一~L_Ll-'_ー_L_I_μLLLl.LI_L!LI_L_~_ 
室主主|一二一|一二一 一一|一一l一一L 一上一一110 1 11.~_ーし_1_1一一|一一1~.5
亙J主引L一ニ一一ニ一一一-I-一一-I-一-一一 '-一一一一.1L一一一L一LI一一一一-Iし一一_I_ 一一_R_
斗盟型坐ιI-←ム一-Iムi 一一一L一I-I一一」
主重豊些LL一ニ一-I-一ニ一一一一L一L一L-'--一一一一L1LL1L1.1主_Ll_M一一 一_I一一一-'一一L韮孟ι5
三ι~ι!LI_一一乙 1-一ニ一一一一一一L一I-I-'一一一一一L!L凶一L.1LI_L一一-'_2_也LI_7_Uι-
主主遅迄U_一ニー|ーニー|ー|一一I-I一一L一-LU!一一|一一i一一Iー し一」一一一一.l___M
並墜さ;..1_1/_1_m__&_I_ Lー|一ー L-'_I_一一_1.1L1.1L1_3_1_1一一一一.I_I__12.__
主主主|一二一1..1:_五L一一|一ーし一一一I-一一 1..1LはLI_I一一l一一|一一I_I一一_2!_
呈己主|一二一|塁全盛|一一|一_j_L_L_1_4_L1L1ι且一一I_L一|一一一I_I~
盟主主|ーニーI豆___s_I Lー I-L_I 凶Q_1 24.5也~_L__5j_L'-I_]_7生E
主 E 1_1/ -1...n!L1!:_L_L_I_I_L_L_L1L凶:2l.lLは』一一L一一」一一1__lL
盟mLl_ニ_I..!E._RI_I_LI_I一一1_8_126. ~ULμLI_I一一L-'一一I一一|一旦ニE
七助 11 1 1/ 1 1 1 1 1 1 1 18.51 14.51 19.51 8 1 1 1 1 1ω.5 
房五郎 1 11 1繊山寺 1 1 1 1 1 1 3 1 161 1 1 1 1 1 1 1 19 
五重旦|一一_1..!!L..ê._L~_]_ーーし し_L_L_I_ー し_Lー |一一L_I 1 2 
信四郎 1 1 1/ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
{ti EI_一一|ー ニー-I-'一一|一一L一一一1.山 ι比 1_7_1_I_LLLLI_M._
豆呈刻一一ーはL1L1_1_I_L一一一I 同LI24. ~.J;LI_ーし一一一LI.lLI.1LL. 1自
主主主|一一一|ニ- 'g 1 1 2 1一一一L_L--L--LI_一一I-I一一一L L_1____g
乙三郎 1 1 1/ 1 1 1 1 1 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 1 9 
五重主直壁土I~色1_L_j_ーし一一ーし_L--1_9_1_1_1_1_L_1_1_9一
一並ー|五ヰlよ亘社Lーし_ Lー|一」一一L一I_I一一|ムしーL_Lー |一一|一」ーム
辰 1 1/ 1 1/ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 27 1 1 I _LI__ 1 1 1 32 
吉次郎 1 1/ 1 郡 1 1 1 1 1 1 1 1 U_6 -'_ 1__1_ 1 1 1_16 
~旦|ーニ_IJ!!.._且} ーし_LーI_I_Lー|一」一一1_4_LL1一」一ー-I-I__!ー1_7_
小計 1 1 1 15 I総 14 I 58 I 2 I 46.5138. 51349 1353 1 85.司 31 13151 I 5.引1，62
合カ I 1 1 1o1 181 1 41 1 1∞1 25 1 14152 14 1 181 1ωI 1 I I 751 
合計 1 1 1 25 1 269 1 85 1158 1 27 1 60.~540. ~493 1371 1 85.51 79 113 151 1 5. 5t， 413 
( 24 ) 
辻野 ・ 近世日本農村における家普1~1) -1おー
表- 2 大西家月別出面回数(日数)
聡斑I7月I8月I9月10JIlJ I 1月I2月I3月I4月I5月I7月I8月I9月110}]I合計
木 挽 6 25 26 29 1 8 30 
一
大 工 18 4 2 8 30 
昆緩や
一
左 官
一 一 一 一
A 日 カ 4 19 2 4 1 4 
3ω口半， 大工1.206日半，盛桜昆37日，左官80日となっ
ているが，出面表から計算すると別表のように木挽 (お
よび木俊と思われる者) 356日，大工(および大工と忽
われる者) 1. 208日.!量級屋(昆板震と恩われる者)18 
日，左官80日となり，盛*N.liを除いてほぼ合致してい
る。したがって昆狼昆の1.1.1簡のうち. 7月中旬以降19自
分が記載もれになっていると考えられる。なおt ~ま1高級
ICは[合力j人夫の総数lir惣〆八百廿一人Jとなって
いるが，人夫当座から計算した数より70人多くなってい
る。
大西家の普請は文政2年の7月から翌3年10月にわた
っているが.12月と6月には作業は全く行なわれていな
い。そ乙で，以下では乙れらの月を区切りとして金工期
を三期にわけで，各期どとに普筒恨の随所に註記された
作業内容によって普請の経過をみていく乙とにしたい。
~.紡の始まった 7 月 24 日以降，普諸般によれば， 8月
10. 11臼の両日に f道造jをし.10月5B， 10B， 14日
および21日の48問に「合力j延1∞人と牛51匹を動員
してニカ所から材木を「山出しJし，一宮まで逮搬して
いる。さらに11月3自にはm:樋川河口の大田から瓦を陸
鈎げしているが，乙のJVjの作業は事実上10月末日で終了
し，正月をはさんで約2カ月間の中断にはいっている。
7月から11月までは普請綬の所々に「木切jと密かれ
ており，また 【表1)からもわかるように，ほとんどが
木鋭仕事であった。特1C8月には月間延人数殺大の68人
が，また10月は29日間休みなく木挽が来ているのをはじ
めとして，木動総延人数のほlま半数IC当る延 181人が.
実質87日間のζのJtllIC来ているのである。 r合力JI立8
月ICli181人と会期間を通じて般大の人数が来ている
が，乙れは主として近隣の者から檎成されている。また
10月， 11月は口数は少ないが， r木出しJと「瓦揚げ」を行
なったため，1日当りの人数は25人と多くなっている。
第二期の作業は明くる文政3年1月中旬Iζ 「合力Jの
みで 「小屋ときjを行なったのに始まり，同月22，23日
21 
25 14 9 4 1 10 1 189 
27 30 9 3 5 29 16 181 
一
9 34 
ト一一一ー 一
27 2 4 9 
一 一
12 4 2 73 
には作業期間中IC職人の寝泊りする作事小屋づくりを
し， 2月15日は fのみ入れJが行なわれている。3月13
日lζは殺人合わせて18人が来ているが，そのうち13人は
半日分と紀殺されていること，また17日が休日となって
いるととからみて， 乙の頃iζ 「柱建て」などいわゆる建
前の行事が行なわれたと縫測できる。いずれにしても1
月下旬の小屋づくり以降大工仕事が本格化しており， z 
月から4月まで大工が来ていない日はわずか2日しかな
い。 また 「合力jも2月， 3月ともにかなり多数が，主
.として述方から来ており，そのため職人と 「合力」 とを
合計した廷人数は他の月iζ比し圧倒的に多く，普絡が最
盛期にあったととを示している。 3月20日から昆般屋が
作業をはじめるが，乙れIC歩調を合せて，約1皇はなれ
た伊後から茅が速ばれてきている。屋根.が終るとすぐ
に左官が来るようになるが，乙の乙ろから木挽が少なく
なり，次いで「合カJが減少する。 5月にはいると左官
も作業を終り，大工も次第に少なくなって普務は5月中
旬で再び中断している。
7月中旬iζ2日間， r合カJ66人と応16疋で瓦を陸揚
げしているが，普1青帳ICはこれ以降「合力」の記戦がな
い。 また 7 月と 8月は職人の出菌数も少なく ， ~符はあ
まり進んでいないようである。本格的IC第三期の作業が
始まるのは8月も終りになってからであり，したがって
事実上ζの期の作業は普請が一応終了する10月中旬まで
の1カ月半という ζとになるが，大工は9月13日以外休
みなく来ており，最後の仕上げの造作を行なったものと
恩われる。
(2) 佐々木の普摘
佐々木家の普務阪は ro四年壬子五月jと日付のあ
る「土蔵造立材木取立板jと乙の後IC綴られている「家
m立人使j!Jからなっている。土蔵普舗に関するものは
「木道具耳足立党J， r土蔵屋称替木道具取立党」および
「麗人日数留Jなどの標題のもとに，前半ICは材木の寸
法や数量，賂入先等が脅かれ，後半iζは人足の出面と簡
( 25 ) 
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表-3 佐々木家月別工数
名 前 職 種 居住村I8月
党 盤 ft~ 4 
一
市 蔵 大久 21. 5 
甚 τEt Z " 9.5 
)1 東江 3 
綿 屋 " 3 一カ〉 じ や " 3 一 一
宝昆華街九郎 大久 18.5 
久七子利重郎 " 4 
小竹屋和助 " 2 
弥 E " 2 
松原屋富松 " 6.5 
松 原 子 2 
滋 磁 木挽頭領 19 
一し げ や 東江 2 
亀 木 挽 19 
西屋益吉 " 東江 18.5 
イ中 弥 蔵 " 12.5 一
計 150 
一メE当3、 カ 2 1ω 
一 一メ同弘、 計 2 259 
単な作業内容の記織がある。 r家建立人佼覚Jのほうは
主昆iζ関するもので職人と「合カJの出面が日を追って
舎かれており，作業の内容が比較的詳細に書き込まれて
いる。最後には普紛lζ従事した者の出面を個別にまとめ
て集計し，職人については賃金が計算されている。乙の
「人使~J I己記された名前の下には赤丸と黒丸の印がつ
けられており，印のついていない者と合わせて三通りの
区別がなされている。赤丸のついている者は板引とか山
取など専門的な仕事をしており，後半には賃金も記載さ
れている乙とから，木挽等の滋人であると考えられる。
他方黒丸印の者については，作業内容の記載があまりな
く，魯かれている場合でも「木出しJとか「巡造りjな
ど，非専門的な単純作業を行なっている乙と，賃金の記
同 I12月 | 計 備 考ー
4 
18 7 46.5 
7 16.5 
3 
3 
一 一
3 
一
17 35.5 
一 一 4 
2 
2 
1 7.5 
一 2 
14 15 12 ω 
15 15 10 42 
18 37 
一 一
17.5 36 他1(手間20日
16 28.5 他1(37日半
一
123.5 37 22 332.5 
一 一
1日 8 280 
お6.5 45 22 612.5 
出菌数も 1人を除いて平均して少ない。また無印の者の
中には「自身Jと記された者がいる乙とから，佐々木家
の身内の者であろうと考えられるが，r人使党Jでは「合
カ」人数1(とれらを含めて「家内 ト共ニ」として計算し
ているので， c表3，4)でも「合力Jにまとめて計算
した。
佐々木家の主屋の規模はほぼ大西家と同じであり，f:. 
間もかなりかかったと思われるが，大部分の者について
載がないζと，さらに牛を連れて作業lζ来ている者もい 合
る乙となどからみて，釜村の 「合力J人夫とJ思われる。
( 26 ) 
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表ー 5 佐々木家土蔵月_gIJ工数
名 前 |取種 I6月 I7月 I8月 ! 9月|附 Ill~ !計|備 ヨき
反 次 郎 大 工 10 
一
丈之 助 " 7 一 一
is( E 郎 工 1 5 7 
一 一和 七 11 5 6 
一 一 一三右術門 11 5 
一 一弥、 八 11 4 
一 一
式 3[': 一 " 4 
i;[ E邑 左 '直 7 
一計 1 10 50 
一そ の 他 9 55 
1、， Jt 1 19 105 
は11月まで (ー認の者については12月まで)しかなく，
そのために佐々*~反の努訪については， 金工程のうちの
氷山しまでの時期についてしか判明しない。
f惜の始まるのは8月30日からで61.乙の臼は「切始」
とおかれている。明くる日の9月1自には f木見立」 を
したり大工が*=るなど普請の司自備が行はわれ.2日から
作業が本絡的iζ始まっているが，大工は3日までで，そ
の後24日のE互に1回きているのみである。 9月中は 「山
取」あるいは杉・松 ・縦などの「木切」が主な作業とな
っており.27自には f大黒柱相手jと注記されている。 10
月にはいってからは. r山取Jや「木切jなどに加えて
「近造Jと「木出しJがしばしば行なわれ，多くの「合
力jが人夫IC来ている。絡に16日からの4日間には職人
を含めて延93人と牛4疋が来ており.26. 27日の両日Iζ
は 「合j)Jと身内の者17人と牛6疋で「木出しJを行な
っている。なお「木出しjの行なわれた日は10月に12
回. 9月と11月IC各1回ずつあるが， 乙のうち「木出
しjだげを行なっている日は少はく，随時に少しずつ木
山しされていたようである。また伐ti1地が近隣の山だけ
でなしかなり後れた有木村や護国寺村などに分散して
いた乙ともr*出し」がかはり長い期間にわたっている
一因であると思われる。
II月になると「木出しJもほぼ終了する ために「合
力jはほとんど米なくなる。職人は10月中頃のi*出
しJ以降1カ刀近く休み， 11月中旬にふたたび来て，
必， 杉，般の 「仮ヨIJと「丸太傍Jなどの仕事を行なっ
10 27 4 51 
一
7 
一 一 13 他lζ6日手間
一 一
1 12 {也1(7目手間
一一一 一
l 6 
一 一 一
2 6 
一 一
4 
一 一
13 20 
一
27 27 4 119 
一 一
25 89 他K12日
52 27 4 208 
表-6佐々木家月別出面回数 (日数)
f1 Hi !6.ij17月18月19月10JlIUJlI計|備考
大工 10 10 27 4 
一 一小工 1 6 I 10 2 イ也lζ7 日
一 一一 一一tr. 'p: 7 I 13 
一 一一一
その他 7 I 13 16 他IC12日間
圃
にまとめられた集計によると，乙の後12月中旬まで木鋭
2人が作業を行なっている。
土蔵の「雇人日数留JIζは「人使覚Jのような区別は
なされておらず，大工，小エ，左宮の注記があるのみ
で，大節分の者は名前だけ容かれている。標題からすれ
ば，すべての者が麗われた者であるとも考えられるが，
作業に下女を代りに差向けている乙と，箆妓では現在，
無償労働の「合力」のζとを「小工J(ショウク)71とも
言う乙となどを考・服すれば，全ての者が貨麗いされた者
であるとは考えにくい。いずれにしても賃金の記載が全
くないので賃短いした者を区別するととはできないが，
同年代の他の文容中l乙散見される名前を参照すると，友
'!:I ・ 大工以外の者は~の村人であったようである。名前
だけを記織されている者の中には木鋭，たる木細工，丸
太相手などやや巧内的な仕事を行なっている者もいるが，
〔友5.6)では一括して(その他)の項IC入れておい
た。
ている。 r人伎党lの記級は11月19日までであるが，(t 土蔵の普諸は一応7月から始まっているが，それまで
( 27 ) 
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IC. 5月ICr縦根伐りJ.6月に「総角取jがそれぞれ
1日ずつ行なわれ，さらに日付は不明であるが合計20日
間程度の作業が行なわれている。 7月中は木挽や「木道
具取Jなどを行なっているが，作業はあまり頒繁ではな
い。8月にはいると作業は活発化し.18日間に延 105.人
が来ている。特lCr木出し」の行なわれた14日には大工
と左官を除く大多数の16人が.18. 19の両日には会わせ
て31人が来ている。会期間中.10人を錨える日はζの3
日間だけである。大工は15日から24日まで，左官は24日
から9月1日まで来ているが，左官のくる前には土仕事
が行なわれている。9月は前半は「土乙しJをしている
ぐらいで，作業のない日が多いが後半ICは左官が再び作
業を始めている他.28.29日ICは「屋級制引をしたため，
合計16人とやや多くの者が来ている。大工は9月19日か
らほとんど休みなしに10月末日まで来て.11月下旬にも
四日間仕事をしているが.11月は乙の大工1人のみでそ
の他の者は全く来ていない。土蔵の普請は乙のように短
期間で完了している。当然の乙とながら左官と土仕事の
占める比重は大きくなっている。
3. 近世隠岐島後における家普繍
以上，近世隠岐における普務の例をみてきたのである
が，普請の経過や「木切J.r木出し」および屋根主主の時
期など多くの近世農村と変わりはない。ただ，商品経済
の進んだ先進地帯と比べれば， 材木の「木切J.r木出
し」にかなりの期間と労カが費やされている8>。
大西家の普鈎帳からは「柱建て」の日が大体推測しう
るのみで，その他の建築儀礼については普誇緩から窺い
知るζ とはできない。聞き取りなどによると，隠岐鳥後
では，まず最初に地鎮祭を行なうが，乙の時出雲大社の
砂を供えてお駿いをする。その後「手斧始めJr地飽き」
と続き 「柱建てJとなる。「柱建て」は吉田を選んで大
黒柱か床柱のような大事な主主を一本建てて神宮にお裁い
をしてもらう。 r柱建てJの後，屋板を葺き終った時IL
「線上げ式Jが行なわれ，棟の上lζ祭虚を設けて祝罰を
あげてから.r餅まき」などの行事がある。乙の日親戚，
近隣の者，職人1ζ御礼の意味で振舞いをし，施主が新居
IL一晩泊る乙とによって家は正式に施主のものになると
いう乙とである。乙れを「わたまちJという。竣工の
fとりわたしJは格式の高い家の場合には行なわれる
が，普通の家ではあまり行われない。
以上のような建築儀礼は近世においても大差なかった
と恩われるが，普諸般からそれを推測する乙とはほとん
どできない。
大西家の普請娠によると，普請の継続期間中lζ，殺
人. r会カJ共に作業を休んでいる日カ$10日程ある。文
政2年度では.8月1日. 2日. 15日.19臼.9月6
日.9日.13日.29日が，また文政3年度では3月3日
と17日.5月5日が休みとなっている。10月.2月.4 
月には休日はないが.5月後半と7.8月ICは作業が連
続して行なわれていないため，休日を見分ける乙とがで
きない。乙のうち5月5日の節句.8月1自の八朔は他
の多くの地方でも休みとなる日である。 9月13日は両年
度共IC休日となっているが. rねんげつJといって乙の
地方の秋祭りである。3月3日は節句であるが，一宮大
明神(水若酢神社)の祭礼日でもあった。 r増補隠州記J
Kは.r隔年三月三日，祭礼有り，南方ぷ久見迄を，五
ケ政組ト云，此郷中集りて，祭之御輿を出，御山を荘リ
引ク，流鏑馬，相撲，踊リ有J9> と記されており，非常
に盛大であったようである。普-3育帳によれば，前日の1
Bと2自には大工1人しか来ておらず.4日と 5日も他
IC比して職人の数はかなり少なくなっており.2月から
連日15人内外の職人が来て本格的に始まった作業が乙乙
で5日間，中断されている形となっている ζとからみ
て，との年が一宮大明神の祭りに当っていたと考えられ
よう。
( 28 ) 
佐 木々家の普ー的綴の記載は短期間であるため.9日以
外の自については論ずることができないが.9月中の休
みを大西家の場合と比較すれば.9月13日が佐々木家で
は休みとなっておらず.9月9自の節句が佐々木家および
大西家の文政2年度では休日となっている。節句は休日
となるのが普通であるが，必ずしも義務づけられたもの
でもなしその時の作業の都合によって休日とならない
場合があったと恩われる。また，佐h木家の普錆帳iζは
9月28日が「大雨休ミJと記されており，乙の乙とから
も考えられるように，上記の休日の中には天候上やむな
く休みとなった臼もあると恩われる。
個々の職人については，表1.表3.表5からもわか
るように練裂の{義八が大工仕事が本格化した2月に全日
休みなく来ているのみで他の者は最低でも2.3日休ん
でいる。
次tζ職人の賃金について若干述べてお乙う。普請帳の
記載から日当を算出すれば以下のようになる。
大西家
109文松，辰，吉次郎(以上左官). 古新や(昆
根屋〉
99文 源霊郎(木頭~)， 長十郎，佐平太，辰平
次，又重郎(以上木俊)
87文儀平太(大工)
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剖文弥藤太(大工)
佐々木家
110文川，綿屋，かじゃ
109文市蔵，宝屋新九郎，利盤郎，小竹屋和助，
松原屋富松，益吉
開文滋蔵(木挽頭領).弥磁，西屋甚吉，志げ
や(以上木挽)
89文 f!l(木挽)
乙のように両家ともにほぼ同額の賃金を支払っている
が，乙れは普請の行なわれた年代が近接している乙とを
示している。
また 「天保十五年辰三月十八日，当向島諸殺人此皮質銭
増賃被仰付触l!t写J1引には. r当総緒聡人近年諸色荷車
ニ付而渡世令難儀候由， 此皮1'1銭m依頼，下地売~J半熔
之上，文化九Il!年を~J埠i， 都合弐fílJ半増之上， 猶又当辰
年s来Jレ亥年迄八ヶ年之間別紙云付之通増貸申付侯jと
あり，大工.;f::挽，左官，昆繰昆の賃金が次のように規
定されている。
「一 上大工賃-銭百弐拾五文 内拾六文地
中大工賃銭百文 内拾三文地
下大工賃銭八拾三文 内拾文矯
上木鋭賃銭百拾凶文 内拾五文増
中*鈍賃銭百弐文 内拾三文増
下木箆賃銭丸J合主主文 内拾弐文増
上左官賃銭百拾四文 内五文増
中左官賃銭九拾弐文 内五文増
下左を;賃銭七拾八文 内五文増
上昆狼昼食銭百拾四文 内五文治
中屋綴屋賃銭jL拾弐文 内五文増
下屋根屋賃銭七拾八文 内五文増j
乙の史料iζよれば，大西家と佐身木家の支払った賃金
は文化9年からE闘賞される天保15年までのものであった
乙とがわかる。佐々木家の普鯖帳には年号の記蛾はない
が，賃金からすれば乙の期間ICill~されたと考えられ
る。
乙れらの1金は他の山陰地方と比較すれば，かはり低
いものである。たとえば文政13年，松江の折坂家のtf:荷
では，線梁大工1r:246文，木挽その他IC約150文支払って
いる 11)。大西家の大工鎌梁儀八，佐々木家の大工機史
と思われる党重郎については記載がないので，棟梁の賃
金は比較できないが.*換などについては50文位の聞き
があるのである12)" 
江戸時代後期，良民の階層分化が進むと共iζ，商業がJ
ft業の展開が図援な隠岐にあっては..0間余業として大
( 29 ) 
エ，木挽などを行なう者が地えてきたようであるが13)• 
特に廻船業の発展に伴い，林業生産が活発化するにした
がって.r木挽職人の踊備は増大し，百姓の中にはE益事
を打郷して，より有利な木挽職人!と転業するものが続出
したJI引といわれ，幕末ICI立大庄屋宛IC取締りに関する
触れが出るほどであった。
ζうした林業生産の発展は古事材賂入の仕方にもあらわ
れている。河内などの先進地名?とは災なって，商品経済
のあまり浸透していない山陰地方では，折坂家の例にみ
られるように，材木はすべて原木で自湾入するのが普通で
ある。と乙ろが隠岐では林産物の商品化が進み，近世後
期lζl立製板加工が行なわれるため，一部製材された板の
麟入がみられるのである。大西家の普鰭般の記載から主
要な部材をぬきだすと，飯合計1∞間山，柱52本，卯桁
(21間)5本，架 (4問)10本，桁 (20r自，但杉4本). 
杉皮1，5ω枚などであるが， 乙のうち柱.Bn桁，梁，宜
木などは代金の記載なく. r八月十七日出来申侯」と替
かれているととろから，自己の持山から切り出した材木
を使用したものと思われる。その他のものはすべて代金
が記され購入された乙とになっているが，その中でも特
Iζ板頬の比重が大きく，折坂家の場合とlま異なってい
る。佐々木家の場f合も材木{立山から切り出す一方，近隣
の村々から購入しているのであるが，乙の場合板類は木
換が引いている乙とから麟入されたとは考えられない。
したがって隠岐では河内などの先進地借とも異なり，両
省の性絡を合せ持っていたと思われるが，両家の普続級
の記載からだけでは明TiiICしえない。
文 献
1 )隠岐の民家については次のような論考・がある。
今和次郎，加藤11J-rm雲隠岐の民家JC地方火研
究所編『出雲 ・隠岐』所収)
石塚尊俊「西郷町議の民家と民兵についてJC島4良
県教育委員会編m根県文化財凋査報告集第三集』
所収)
IJ木小三郎，島問多怜子「家普請!と於ける共同作業
についてー佐々木家の普紛文脅から-J cr日本建築
学会大会学術講演綬繊集J)
白木小三郎 r，~脱r.!:下の民家概観ー西郷町佐々木傘
家ーJC島根県教育~員会編『民家緊急調査報告曾』
所収)
2)隠岐郡五箇村の隠岐郷土館IC所蔵されている。
3 ) 向上所厳文~
<1) r隠岐古記集J(隠岐郷上研究会制 r隠絞お史料近
t笠編上』所収)による。
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5)隠岐郷土館の八幡静男氏の御教示IC:よれば隠岐では
山で木取するζとを 「山取Jというが， ζの聡人の
乙とを木頭領とよんでおり，線上げや家移りの祝の
時rc:は，一番上座IC:座る ζとになっている。
6) ，8IJ表にもあるように，それまでにも木鋭が2月と前
年IC:作業を行なっている。
7)八幡静男氏の御教示による。なお，松江折坂家の普
儲級にも「小工Jという職名がみられるが，ζの場
合は造作や上道具相手などを行って，大工，木挽と間
程度の賃金を受取っている。(白木小三郎，{;h図多
淳子「普諸般の記鍛形式と内容について」日本建築
学会近畿支部研究報告集， PP.4少~52)
8)白木小三郎，島田多鈴子「普請帳の記線形式と内容
についてJ
9) r新修ぬ桜県史，史料編近世上Jp.213 
10)佐々木家所厳文書
11)白木小三郎，島田多涼子 「普請帳の記載形式と内容
について」また 『新修ぬ級県史史料編近世上JP.468 
rc:も路職人質銭上札百五十文づっとする記織があ
る。
( 30 ) 
12)なお，隠岐郷土館所蔵文書の中Jc:，r大工賃銭之事j
と題する明治初年頃の史料があり， ζれには大工，
木換が，上五百文，中四百文，下弐百文，屋銀屋が
上六百文，中四百文，下三百文とあり，幕末期の賃
金高脆を示している。
13)永海一正『隠岐の歴史JPP.104-105 
14)津川正幸「近世における隠岐島唄経済の展開過程J
P. 261-262 (関西大学，Q根大学共同隠岐間査会
編『隠l政』所収)
15)板類は何枚張何閲というように記載されている。単
価を示せば次の通りである。
従 松 杉
8枚張1問 205文
7枚張1悶 215文
6枚張1閑 235文 2白文 275文
5枚張1間 250文 275文 290文
4枚張1悶 2ω文 285文
16)白木小三郎，島田多出子 「普務帳の記載形式と内容
についてJ
